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永平寺町消防本部
移
転

　

昨
年
2
月
よ
り
東
古
市
地
区
（
開
発
セ
ン
タ
ー
前
）
に
、

新
消
防
庁
舎
建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
2
月
末
に

完
成
の
運
び
と
な
り
ま
す
。

　
昭
和
45
年
10
月
吉
田
地
区
消
防
組
合
発
足
後
、
現
在
の
位

置
に
消
防
本
部
お
よ
び
消
防
署
を
設
置
し
、
以
後
45
年
間
防

災
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
近
年
の
多
種
多
様
な
災
害
へ
の
対
処
、
初
動
態
勢
の
強

化
、
さ
ら
に
は
将
来
を
見
据
え
た
消
防
力
の
強
化
を
図
る
た

め
、
消
防
署
を
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
の
移
転
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1
、
消
防
本
部
・
消
防
署
の
配
置

　

平
成
28
年
3
月
7
日
（
月
）
に

現
消
防
本
部
・
消
防
署
（
松
岡
）

お
よ
び
上
志
比
分
署
を
閉
鎖
い
た

し
ま
す
。
今
後
は
、
新
消
防
庁
舎

で
1
消
防
本
部
・
1
消
防
署
で
の

体
制
と
な
り
、消
防
車・救
急
車
は
、

東
古
市
の
新
消
防
庁
舎
か
ら
出
動

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
よ
り
、
現
場
到
着
が

多
少
遅
延
す
る
地
域
も
あ
り
ま
す

が
、
施
設
装
備
・
機
能
等
の
充
実

に
よ
り
出
場
時
間
を
短
縮
し
対
応

し
ま
す
。

2
、
1
1
9
番
通
報
に
つ
い
て

　
1
1
9
番
通
報
は
、
こ
れ
ま
で

の
と
お
り
一
般
電
話
、
携
帯
電
話

で
「
1
1
9
」
と
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま

す
が
、高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

の
開
設
に
よ
り
、
電
話
（
通
報
者
）

の
発
信
場
所
が
瞬
時
に
特
定
さ
れ

る
た
め
、
経
路
選
択
時
間
等
が
短

縮
で
き
ま
す
。（
電
話
機
の
設
定
に

よ
り
条
件
が
変
わ
り
ま
す
。）

　

ま
た
、
メ
ー
ル
や
F
A
X
で
の

緊
急
通
報
の
機
能
も
整
備
し
ま
し

た
。

3
、
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
の

運
用
開
始

　

こ
れ
ま
で
の
消
防
無
線
の
電
波

は
ア
ナ
ロ
グ
方
式
で
し
た
が
、
今

後
は
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
変
更
に
な

り
ま
す
。（
平
成
28
年
5
月
末　

全

国
統
一
）

　

こ
れ
ま
で
消
防
無
線
で
の
会
話

は
、
一
般
の
方
に
受
信
機
等
で
傍

受
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
、
デ
ジ

タ
ル
化
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
傍

受
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

4
、
訓
練
施
設
の
充
実

　

新
消
防
庁
舎
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
庁
舎
に
は
な
い
各
種
訓
練
施
設

を
充
実
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
種
訓
練
を
実
施
し
、

自
己
研
鑽
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
充

実
を
図
り
、
複
雑
多
様
化
し
た
災

害
に
対
応
し
ま
す
。

5
、
住
民
と
の
関
係

　

消
防
は
、
地
域
住
民
の
皆
様
と

密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

統
合
に
よ
り
そ
の
関
係
が
希
薄
に

な
る
と
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
今
後
、

さ
ら
な
る
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、

業
務
を
推
進
し
ま
す
。

6
、
届
出
書
類
等

　

新
消
防
体
制
は
、
1
本
部
・
1

消
防
署
に
統
合
と
な
り
ま
す
の
で
、

消
防
に
関
す
る
届
出
書
類
等
は
、

平
成
28
年
3
月
7
日
（
月
）
か
ら

は
「
永
平
寺
町
東
古
市
10
ー
5　

新
永
平
寺
町
消
防
本
部
」
へ
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
３
月　

現
消
防
本
部
・

消
防
署
、
上
志
比
分
署
を
閉
鎖
し

ま
す

現　消防本部・消防署

消
防
本
部
移
転
後
の
体
制

平
成
28
年
3
月
7
日
か
ら
消
防
体
制
が
変
わ
り
ま
す
。

2月中旬	 新庁舎への引越し開始
下旬	 指令台・デジタル無線　操作研修開始

3月 7日（月）	 新消防庁舎　仮運用開始
	 　指令台仮運用開始（119回線切替え完了）
	 　消防救急デジタル無線仮運用開始
	 　現消防本部・消防署（松岡）・

上志比分署閉鎖
3月26日（土）	 新消防庁舎落成式
	 　消防救急デジタル無線・

高機能消防指令センター開設式
3月27日（日）	 新消防庁舎竣工祭
3月26日・27日	 新消防庁舎一般公開
4月 1日（金）	 新永平寺町消防本部　運用開始
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平成26年度

決算
　平成26年度の一般会計・特別会計・企業会計の
決算が11月臨時議会で認定されました。
　町民の皆さんが納めた税金や、国・県から入った
お金の使いみちをお知らせします。

歳 入 総 額 歳 出 総 額

94億2,018万円
（対前年度比　0.04％増）

89億9,718万円
（対前年度比　0.95％増）

平成26年度はこんな事業にお金を使いました＜主な事業＞　

民
生
費

介護給付費 36,070
教
育
費

町内小学校校舎改修工事等 2,275
児童手当支給事業 30,966 町内中学校校舎改修工事等 4,232
後期高齢者医療費及び繰出金 25,803 特別支援教育支援事業 2,863
介護保険事業繰出金 24,171 楽しいおいしい給食事業 10,054
外出支援サービス等事業 4,514

農
林
水
産
業
費

農業集落排水事業繰出金 17,551
重度心身障害者（児）医療費扶助 8,383 水田農業構造改革補助金 4,322
国民健康保険特別会計繰出金 6,184 林道整備事業 2,913
子ども医療費扶助費 5,477 農村災害対策整備事業負担金 660

土
木
費

公共下水道事業繰出金 47,700 土地改良事業 3,403
町道改良等事業・地方道路交付金事業 18,209 園芸産地総合支援事業補助金 1,477
五領川公共下水道事務組合負担金 10,298

衛
生
費

清掃センター運営費負担金 11,978
除雪事業 10,612 上水道事業負担金 6,074
県営道路整備事業負担金 1,433 ガン検診・予防接種事業委託 5,376
松岡公園整備事業 3,862 妊婦乳児健康診査委託 1,346

総
務
費

こしの国広域事務組合負担金 15,907 し尿処理組合負担金 923
永平寺口駅周辺整備事業 13,741 住宅用太陽光発電等設備導入補助金 153
福井坂井地区広域市町村圏事務組合負担金 13,273 商

工
費

商工会補助・中小企業支援対策等 2,416
防災行政無線整備事業 5,343 イベント実行委員会補助金 750
コミュニテイバス運営委託料等 4,690 地域資源活用事業補助金 298
永平寺線跡地遊歩道整備事業 1,344 消

防
費

新消防庁舎建設工事 6,230
労
働
費

労働者関係資金貸付金 2,650 耐震性貯水槽整備工事 1,674
シルバー人材センター助成金 1,563 団員公務災害補償組合負担金等 898

（単位：万円）

一般会計
歳入

942,018万円

一般会計
歳出（性質別）
899,718万円

町税
200,216万円
（21.3％）

人件費
188,701万円
（21.0％）

扶助費
95,617万円
（10.6％）

義務的経費
370,768万円
（41.2％）

公債費
86,450万円
（9.6％）

普通建設事業費
125,062万円
（13.9％）

その他の経費
528,950万円
（58.8％）

物件費
124,136万円
（13.8％）

繰出金
121,761万円
（13.5％）

補助費等
118,608万円
（13.2％）

繰越金（5.4％）
50,519万円

維持補修費
8,209万円（0.9％）

維持補修費
8,209万円（0.9％） 貸付金

7,150万円（0.8％）
貸付金
7,150万円（0.8％）

積立金
24,024万円（2.7％）

積立金
24,024万円（2.7％）

地方消費税交付金
21,992万円（2.3％）
地方消費税交付金
21,992万円（2.3％）

その他依存財源
13,044万円（1.4％）
その他依存財源
13,044万円（1.4％）

諸収入（1.9％）
17,985万円

使用料及び
手数料
19,914万円
（2.1％）

その他自主財源
5,335万円
（0.5％）

地方交付税
407,961万円
（43.3％）

依存財源
648,049万円
（68.8％）

自主財源
293,969万円
（31.2％）町債

82,500万円
（8.8％）

県支出金
49,229万円
（5.2％）

国庫支出金
73,323万円
（7.8％）

　　　　町税の内訳
町民税
固定資産税
軽自動車税
市町村たばこ税
入湯税

96,905万円
88,778万円
3,932万円
9,938万円
663万円

【特別会計】

【一般会計】

【企業会計】

会　計　名 歳入額 歳出額 差引額
国民健康保険事業特別会計 180,885 178,363 2,522
後期高齢者医療特別会計 19,808 19,796 12
介護保険特別会計 177,550 172,396 5,154
下水道事業特別会計 68,529 68,363 166
農業集落排水事業特別会計 23,510 23,510 0

会　計　名 歳入額 歳出額 差引額
上水道事業会計（収益的収入及び支出） 44,767 36,638 8,129
上水道事業会計（資本的収入及び支出） 9,427 28,948 △ 19,521

（※不足額は、過年度損益勘定留保資金等で補てん）

（単位：万円）

（単位：万円）

　町の決算をより身近に感じていただくために、一般会計予算を家計簿の形にし
てみました。なお金額の単位は「千万円」を「万円」に置き換えています。

　永平寺さんちの家計簿の決算は、今年も黒字になりま
した。
　一家が自力で得ることが出来る収入（自主財源）は、
給料（町税）・パート収入（分担金等）・雑収入（財産収
入等）・貯金取崩（繰入金）・前年度残金（繰越金）に分
かれています。平成26年度におけるこれらの収入は、平
成25年度と比較してほぼ横ばいの結果となり、前年度残
金が9万円減った以外、大きな増減はありませんでした。
　一家が自力で得ることの出来ない収入（依存財源）は、
親からの仕送り（地方交付税等）・借入（町債）に分か
れています。平成26年度におけるこれらの収入も、前年
度からほぼ横ばいとなりましたが、前年度残金が減った

影響から、借入金が少し増える結果となりました。
　支出の主なものは、食費（人件費）や、家の改築・修
繕費（普通建設事業費等）、子どもへの仕送り（繰出金等）
などが挙げられます。経費節減を心掛けた結果、食費や
家の改築費等で成果を挙げることが出来ましたが、住人
が年齢を重ねることで医療費がかさみ、生活用品の値上
げもあって、支出全体で8万円の増となりました。
　現在はゆとりある暮らしを営めていますが、将来的な
仕送り（地方交付税）の減額が身近に迫ってきましたの
で、将来の生活設計（中期財政計画）を見直し、収入支
出を工夫するとともに、経費節減（行財政改革）に一層
努め、より質の高い生活を目指していきます。

給料　（町税）…………………… 200万円

パート収入………………………… 23万円
（分担金、使用料など）

雑収入……………………………… 19万円

貯金の取崩（繰入金）…………………1万円

前年度の残金(繰越金）……………… 50万円

仕送り（地方交付税など）……… 566万円

金融機関からの借入（町債）……… 83万円

合　計…………………………… 942万円

食費（人件費）……………………………188万円
医療費（扶助費）………………………… 96万円
公共料金、生活用品など（物件費）……124万円
保険料、交際費など（補助費等）………119万円
ローンの返済（公債費）………………… 86万円
家の改築、修繕など……………………133万円
（普通建設事業費等） 
子供への仕送り、友人への援助………129万円
（繰出金、貸付金、出資金）
貯金（積立金）…………………………… 24万円
合計………………………………………899万円

収 入 支 出

翌年度への繰越金　　43万円※単位をそろえるため、端数調整をしています

永平寺さんちの家計 簿
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マイナンバーの通知カードについて
　平成27年10月以降、住民
票を有する皆様一人ひとりに
12桁のマイナンバー（個人
番号）が通知されています。
　まだ届いていないという方
は、ご自分の通知カードが世
帯主様宛に届いていないか、
または郵便局からの不在通知
が届いていないか、再度ご確
認頂いた後、住民生活課へお
問い合わせください。
　通知カードの下の部分は個
人番号カード申請書となって
いますが、申請は強制ではあ
りません。
　個人番号カードをご希望の
方は、申請書にご記入の上、
同封の封筒でポストに投函し
てください。申請書下部の
QRコードを使って、スマー
トフォンでの申請もできま
す。

　住民生活課
　　　　  61-3945

「福井しあわせ元気国体」競技会会期、決定！！
　12月10日に開催された公益財団法人日本体育協会国民体育大会委員会において、
競技別会期が決定されました。
　永平寺町で開催される競技別会期は、以下のとおりです。

競技名 種別 会　期 期間 会　場

バスケット
ボール

成年男子 平成30年10月1日（月）
～ 10月4日（木）４日間 緑の村ふれあいセンター

少年女子 平成30年10月1日（月）
～ 10月4日（木）４日間 松岡中学校体育館

ハンドボール
成年女子 平成30年9月13日（木）

～ 9月17日（月・祝）５日間 北陸電力福井体育館

少年女子 平成30年9月13日（木）
～ 9月16日（日）４日間 北陸電力福井体育館

緑の村ふれあいセンター

ソフトボール 成年女子 平成30年9月30日（日）
～ 10月2日（火）３日間 松岡総合運動公園

※国体会期は、平成30年9月29日（土）～ 10月9日（火）の11日間です。
※ハンドボール競技会は、会期前開催となります。

生涯学習課国体推進室　  61 ｰ 3943問合せ

通知カード＋申請書　表面例 通知カード＋申請書　裏面例

こ
の
部
分
が

「
通
知
カ
ー
ド
」
で
す
。

こ
の
部
分
が

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
申
請
書
」
で
す
。

問合せ

町の貯金（財政調整基金）と借金（一般会計の町債残高）の状況

財政健全化判断指標の状況

　町の貯金（財政調整基金）については、平成18年度
の合併時から毎年積立てを行っています。
　人件費の抑制や起債の前倒し償還、低利な利率への
借換えによる公債費の抑制、事務事業見直しなどによ
る行財政改革の取り組みを継続してきた結果、合併後
の9 ヵ年で約17億円の積立てを行いました。
　一般会計に係る町債残高は、公債費抑制対策として
実施した繰上償還や低利な利率への借換え、合併前に
借りた町債の償還終了により、平成17年度末と平成
26年度末では、約25.5億円の残高が削減されました。
　合併特例債を利用した大型事業の実施により、平成
26年度からは町債残高が増加傾向に転じますが、引き
続き有利な地方債を活用するとともに、計画的な借入
れを行い、将来の公債費負担の上昇を抑えていきます。

＜財政健全化判断比率等＞
　「地方公共団体の財政健全化に関する法律」に基づき
平成26年度の健全化判断指標を公表いたします。
　「①早期健全化基準（イエローカード）」の基準を超え
ると、財政健全化計画を策定し、自主的な改善努力によ
る財政健全化を行います。
　「②財政再生基準（レッドカード）」の基準を超えると、
財政再生計画を定め、国、県等の関与による財政再建を
行います。また、町債の発行など財政運営の制限を受け
ることになります。
　平成26年度は、全会計を通じた実質的な公債費の割
合を示す指標である実質公債費比率が、公債費抑制の取
り組みを行った結果、平成25年度の13.4％から12.6％

（0.8%の改善）となり、更なる健全化の推進が図られた
ものとなっています。

　永平寺町は、各健全化指標の基準をいずれも下回って
おり、健全団体の基準内となっています。

＜行財政改革の着実な推進＞
　町では、「行政改革大綱実施計画」、「公債費負担適正
化計画」や「中期財政計画」に基づき財政の健全維持お
よび事業見直しなどの行財政改革に取り組んでいるとこ
ろです。
　合併以降に取り組んだ人件費の抑制、事務事業の見直
し、公債費の抑制等により財源の確保を図り、道路網の
整備、教育力の向上、教育環境の整備（耐震補強工事な
ど）、子育て支援、福祉の充実、健康づくりへの支援、
産業の振興など様々な事業に活用してきました。
　今後も「町総合振興計画」及び「行政改革大綱実施計画」
等を基本としながら、財政状況の変化、その時々の行政
ニーズへの対応を見極め、歳入確保や歳出削減など収支
バランスの取れた財政運営の実現を目指し、一層の財政
健全化に努めていきます。

平成26年度 永平寺町 財政のあらまし

0
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1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

7,000

7,500

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

10,500

11,000

平
成
26
年
度

平
成
25
年
度

平
成
24
年
度

平
成
23
年
度

平
成
22
年
度

平
成
21
年
度

平
成
20
年
度

平
成
19
年
度

平
成
18
年
度

平
成
17
年
度

905905
1,0961,096

10,20610,206

9,6939,693

9,1829,182

8,6508,650

8,3228,322
8,1518,151

7,8767,876
7,6867,686 7,6137,613 7,6557,655

1,1001,100
1,1391,139

1,4011,401

1,8201,820

2,2802,280 2,3072,307 2,3692,369

2,6072,607
財政調整基金（百万円）
町債残高（百万円）

永平寺町（平成26年度決算確定値） ①早期健全化基準 ②財政再生基準

実質赤字比率 －（赤字となっていない） （赤字）14.39％ （赤字）20.00％

連結実質赤字比率 －（赤字となっていない） （赤字）19.39％ （赤字）30.00％

実質公債費比率
健全団体 早期健全化団体 財政再生団体

12.6％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率 39.9％ 350.0％

公営企業における資金不足比率 －（資金不足となっていない） （赤字）20.00％
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収
入
が
な
い
人
も
、
年
金
だ
け
の
人
も

申
告
を
し
ま
し
ょ
う
！

●�

福
井
税
務
署
の
出
張
申
告
相
談

受
付

期
間
　

2
月
23
日（
火
）、24
日（
水
）

時
間　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

会
場　
本
庁
税
務
課

　

税
理
士
の
方
が
、
確
定
申
告
書

作
成
を
サ
ポ
ー
ト
。
そ
の
場
で
eｰ

T
a
x
を
利
用
し
て
申
告
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
役
場
申
告
相
談
受
付

期
間　
2
月
12
日
（
金
）
～

3
月
15
日
（
火
）

　
※
土
・
日
除
く

時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

会�

場
　
本
庁
税
務
課
・
永
平
寺
支

所
・
上
志
比
支
所

　
混
雑
を
さ
け
る
た
め
、
地
区
別
に

受
付
日
程
を
設
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
後
日
配
布
予
定
の
申
告

相
談
日
程
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●�

福
井
税
務
署
申
告
相
談
受
付（
福

井
春
山
合
同
庁
舎
）

期
間
　

2
月
8
日
（
月
）
～

3
月
15
日
（
火
）

　
※
土
・
日
・
祝
除
く

時
間　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

会
場
　
福
井
税
務
署
8
階

申
告
書
作
成
会
場

本
庁
税
務
課

　
2
月
28
日
（
日
）

　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

福
井
税
務
署
8
階申

告
書
作
成
会
場

　
2
月
21
日
（
日
）、
28
日
（
日
）

　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

①�

平
成
27
年
中
に
給
与
、
年
金
収

入
の
あ
る
人
は
源
泉
徴
収
票

②�

平
成
27
年
中
に
支
払
っ
た
社
会

保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
、

生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な

ど
を
証
明
す
る
書
類
、
医
療
費

の
領
収
書
等
（
受
診
者
ご
と
に

分
け
、
病
院
、
薬
局
ご
と
に
集

計
し
た
も
の
）

③
印
鑑

④�
還
付
が
あ
る
方
は
、
本
人
名
義

の
口
座
番
号
な
ど
が
わ
か
る
も

の

　

申
告
を
し
な
い
と
正
し
い
税
額

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

①
所
得
証
明
書
が
発
行
で
き
な
い

②�

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
と
も

に
高
額
医
療
費
の
自
己
負
担
限

度
額
が
高
く
な
る

③�

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

上
限
額
が
高
く
な
る

　

な
ど
、
適
正
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

●
申
告
し
な
く
て
も
い
い
人

◦�

年
末
調
整
さ
れ
た
給
与
所
得
の

み
が
収
入
の
人
（
給
与
収
入
の

合
計
が
2
千
万
円
を
超
え
る
人

は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
）

◦�

高
校
生
な
ど
18
歳
以
下
で
収
入

の
な
い
人

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額

等
を
入
力
す
れ
ば
、
税
額
な
ど
が

自
動
計
算
さ
れ
、
所
得
税
の
確
定

申
告
書
な
ど
が
簡
単
に
作
成
で
き

ま
す
。
作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
電

子
申
告
（
eｰ

T
a
x
）
を
利
用

し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

eｰ

T
a
x
を
利
用
し
て
所
得
税

の
確
定
申
告
を
す
る
と
、
次
の
利

点
が
あ
り
ま
す
。

◦
添
付
書
類
の
提
出
省
略

◦�

還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
（
3

週
間
程
度
で
還
付
）

◦
24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（http://w

w
w

.nta.go.jp

）

　
所
得
税
や
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）
を
正
し
く
計
算
す
る
に
は
、
ご
自
身
の
収
入
と

控
除
す
る
も
の
（
必
要
経
費
・
扶
養
控
除
な
ど
）
を
正
し
く
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
申
告
の
方
法
は
、
確
定
申
告
と
住
民
税
申
告
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　「
収
入
が
な
か
っ
た
か
ら
」「
年
金
収
入
だ
け
だ
か
ら
」「
税
金
が
か
か
ら
な
い
程
度

し
か
収
入
が
な
い
か
ら
」
と
い
う
の
は
申
告
を
し
な
く
て
も
い
い
理
由
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
期
間
内
に
忘
れ
ず
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
期
間
と
相
談
会
場

日
曜
日
の
申
告
受
付
日

申
告
し
な
い
と

ど
う
な
る
の
？

申
告
書
の
作
成
は
便
利
な

「
確
定
申
告
書
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
！

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

事業主のみなさん!
給与支払報告書の提出は

期限内に!

平成28年度～
個人住民税特別徴収（給与天引）
完全実施への取組みについて

　平成27年分の給与支払報告書の提出期
限は、2月1日（月）です。期限内に必ず提
出いただきますようお願いいたします。
　また、給与支払報告書の表紙に添付する総括表
を、11月中に各事業所宛てに送付しました。事
業所名や指定番号などがすでに印字され
ていますので、その用紙を添付して役場
税務課へ提出くださるようお願いいたし
ます。

　県および県内全市町では、平成28年度から給
与報告書提出3枚以上※ の事業所を、強制的に「特
別徴収義務者」として指定していきます。
　やむをえず特別徴収が出来ない場合に
は、必ず「全員普通徴収届出書」を提出
してください。（対象事業所には11月中
に通知済みです。提出期限は、2月1日
（月））です。
※�指定対象となる事業所は、各年度において各市

町に提出された給与支払報告書の枚数から、退
職者（退職予定者を含む）分を除いた数で判断
します。 福井税務署　  23 ｰ 2690

役場税務課　  61 ｰ 3944
問合せ

　

介
護
保
険
は
税
の
申
告
に
お
い
て

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

住
民
税
や
所
得
税
の
申
告
に
お
い

て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
所
得

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
必
要
な

書
類
の
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

社
会
保
険
料
控
除

　

介
護
保
険
の
保
険
料
は
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

●�

公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
年
金

天
引
き
）
さ
れ
た
介
護
保
険
料
は
、

年
金
受
給
者
本
人
の
社
会
保
険
料

控
除
に
な
り
ま
す
。

●�

生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
や
親
族

の
負
担
す
べ
き
普
通
徴
収
分
の
介

護
保
険
料
は
、
支
払
っ
た
人
の
控

除
に
で
き
ま
す
。

障
害
者
控
除

　

要
介
護
（
要
介
護
1
～
5
）
認
定

を
受
け
て
い
る
人
は
、
介
護
認
定
審

査
会
の
資
料
の
内
容
で
障
害
者
控
除

認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。（
申
請
の

際
は
印
鑑
・
申
請
者
の
身
分
を
確
認

す
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

●�

な
お
、
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持

ち
の
人
は
、
認
定
書
が
不
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

医
療
費
控
除

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を
医

療
費
控
除
の
対
象
と
し
て
受
け
る
た

め
に
は
、
医
療
費
控
除
の
対
象
に
な

る
金
額
が
記
載
さ
れ
た
領
収
書
が
必

要
で
す
。

　

な
お
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と

し
て
受
け
取
っ
た
分
は
、
医
療
費
控

除
の
金
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

《
施
設
入
所
の
場
合
》

①�
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
）
…
1
割
負
担
分
・

食
費
・
居
住
費
の
合
計
額
の
2
分

の
1
（
た
だ
し
、
旧
措
置
入
所
者

は
対
象
外
）

②�

介
護
老
人
保
健
施
設
…
1
割
負
担

分
・
食
費
・
居
住
費
の
合
計
額

③�

介
護
療
養
型
医
療
施
設
…
1
割
負

担
分
・
食
費
・
居
住
費
の
合
計
額

《
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
》

①�

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
ら
の
医

療
費
控
除
対
象
額
が
記
載
さ
れ
て

い
る
領
収
書
が
必
要
で
す

②�

複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
場
合
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画

に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
利
用
料
の
領
収
書
が

必
要
で
す

《
お
む
つ
代
》

●
1
回
目
の
申
告
の
場
合

　

医
師
が
発
行
し
た
「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」
が
必
要
で
す

●
2
回
目
以
降
の
申
告
の
場
合

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

は
、
介
護
認
定
審
査
会
の
内
容
で
確

認
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

町
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
代
の
医
療

費
控
除
確
認
書
」
で
代
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
申
請
の
際
は
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　
　
福
祉
保
健
課
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介
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税
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●町立図書館（松岡）  61-7117 61-7117
●町立図書館永平寺館  63-3111 63-3111
●町立図書館上志比館  64-3170 64-3170

開館時間▶10時～ 18時
　※町立図書館は火・木曜日10時～ 20時
貸出▶書籍資料10冊　　　視聴覚資料2点まで

オ ス ス メ 図 書

お 知 ら せ

新 着 図 書

10

の
月設

特

事
行
内
案

館
書
図

り
よ
だ

お申し込み・問合せ 松岡保健センター TEL.61-0111

保 健 通 信

1
月
の

特
設

コ
ー
ナ
ー

がん個別検診　今年度のがん検診は、もうお済みですか？

大腸がん検診

乳幼児健診日程

　今年度の集団検診は終了しましたが、『がん個別検診』を実施しています。今年度のがん検診
がまだの人は、ぜひ『がん個別検診』をお受けください。
　●実施期間　平成28年1月30日（土）まで
　●検診場所　指定医療機関（予約が必要）
　　不明な点は、松岡保健センターにお問い合わせください。

高齢者個別健診
　●実施期間　平成28年1月30日（土）まで
　●ご希望の人は、松岡保健センターにお申し込みください。

健診・相談内容 対　　象　　児 日程 場所 受付時間

育児相談 平成27年9月～ 10月生まれ 2月2日（火）

松岡保健
センター

午前9時10分～
30分まで受付

1歳６ヵ月児健診 平成26年5月1日～ 6月15日生まれ 1月20日（水）
午後１時30分～

２時まで受付
3歳児健診 平成24年11月1日～ 12月15日生まれ 1月22日（金）

●図書点検による休館のお知らせ
　１月25日（月）から29日（金）の間、図書点検
作業のため、町立図書館は全館休館させていただ
きます。期間中の返却につきましては、各館指定
の返却場所へお願いいたします。

●ミニ展示「ドールハウス ミニチュアの世界」
　ミニチュア人形の家具の展示
です。
期間：12月15日（火）～

1月24日（日）
場所：上志比館
作品提供：山田 里美 氏

禅の発想「日常の言葉」で心を整える	 藤原　東演／著
知識ゼロからの真田幸村入門	 小和田　哲男／著
こころ動かす経済学	 日本経済新聞社／編
おべんとうと日本人	 加藤　文俊／著
図解ストレスチェック実施・活用ガイド	 植田　健太／著
ひらめき！食べもの加工	 岡本　靖史／著
日本の道路がわかる事典	 浅井　建爾／著
大和ことばで書く短い手紙・はがき・一筆箋
	 井上　明美／著
流される美学	 曽野　綾子／著
竈河岸	 宇江佐　真理／著
採薬使佐平次	 平谷　美樹／著
嵐	 ル・クレジオ／著
マチュ・ピチュのひみつ	 スザンヌ・ガーブ／著
あつめた・そだてたぼくのマメ図鑑	 盛口　満／絵・文
まほうのれいぞうこ	 たかおか　まりこ／作

■町立図書館（松岡）永平寺
■町立図書館永平寺館
（一般書）歴史を楽しむ
（児童書）おさるのおはなし
■町立図書館上志比館
　今年1年の目標を立てよう！

●おもしろとしょかん
　町立図書館（松岡）毎週土曜日
	 10:30～11:00
　永平寺館　第2・3土曜日	11:00～11:30
　上志比館　第3土曜日	 10:30～11:00

『加賀屋の流儀』（PHP文庫）
細井　勝／著
（ＰＨＰ研究所）

『お面屋たまよし』
石川宏千花／著　平戸下戸／画

（講談社）

　「プロが選ぶ日本のホテル・旅館100
選」で、総合1位でありつづけている旅
館「加賀屋」のおもてなしとは？宿泊客
に感動を与えた逸話や、能登半島地震が
起こったときの社員たちの見事な対処な
どもおさめられており、接客を考えると
きにおすすめの一冊です。

　お面つくりを生業とする面
おもてつくりし

作師。中でも
腕の良い者にしか作れない特別なお面があ
る。なりたい姿になれるというお面“妖面”だ。
見習い面作師の太

た い ら
良と甘

か ん ら
楽が、妖面を必要

とする人々と出会うことで面作師として少
しずつ成長していく物語。シリーズ第一弾!!

■休館
日 月 火 水 木 金 土
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31 2/1 2 3 4 5 6

1月開館カレンダー

●ミニ展示「永平寺ゆかりの書」
　大本山永平寺の前貫首 宮崎奕保 禅師の書（色
紙）の展示です。
期間：１月５日（火）～ 24日（日）
場所：町立図書館（松岡）

一般書

児童書

未提出の大腸がん検査キットがご自宅にありませんか？
　大腸がん検診をお申込みいただくと、検査キッ
トを郵送します。
　また、未提出の検査キットがご自宅に有る場合
は、採便して期限内にご提出ください。

提出先：松岡福祉総合センター翠荘
　　　　平日・第2日曜日・第４土曜日
　　　　　8:30 ～ 17:15
提出期限：平成28年1月29日（金）まで

便潜血検査の結果が陽性なら、必ず精密検査を受けましょう。
早期の大腸がんはほとんど自覚症状がなく、放置すると進行します。
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日 月 火 水 木 金 土

1/10 11 12 13

17 18 19 20

24 25 26 27

14 15 16

21 22 23

28 29 30

31 2/1 2 3 4 5 6

消防出初式
　9:00～10:30

松 児童館で遊ぼう
　松岡児童館　10:00～17:00
志 粘土で干支をつくろう
　志比児童館　10:00～11:30
上 児童館で遊ぼう
　上志比児童館　10:00～12:00
AED講習会
　消防庁舎　13:00～14:00
松岡福祉総合センター開館日
　松岡福祉総合センター　8:30～17:15 

わ お正月あそび
　上志比保健センター 
　9:30～11:30

ママのためのおしゃべりサロン
（ベビービクス教室）
　松岡保健センター
　10:30～11:30 

人権相談　13:30～16:00
　松岡福祉総合センター・
　永平寺町役場永平寺支所
行政相談
　やすらぎの郷　13:30～15:30

　 育児相談・身体測定
　上志比保健センター
　9:30～11:30

民話紙芝居
　町立図書館（松岡）
　10:30～11:00

おはなし会
　町立図書館永平寺館
　11:00～11:30
おもしろとしょかん
　町立図書館上志比館
　10:30～11:00
結婚相談
　町立図書館2階視聴覚室
　13:30～15:30 

コ 福祉相談員による子育て何でも相談会
　コアラのおへや
　9:30～11:30 
わ 絵本読み　上志比保健センター
　9:30～11:30 

ち お誕生日会
　松岡児童館　9:30～11:30 

ママのためのおしゃべりサロン
（身体測定・育児相談）
　松岡保健センター　10:00～12:00
1歳6ヶ月児健診
　松岡保健センター　13:30～14:00

フ 絵本読み聞かせおひざに抱っこ
　永平寺保健センター
　10:30～11:30

コ コアラでお話会
　コアラのおへや
　9:30～11:30

わ リズムを感じて
　上志比保健センター
　9:30～11:30
3歳児健診　松岡保健センター
　13:30～14:00

松 バレンタインチョコ作り
　翠荘調理室　10:00～12:00

志 児童館の家庭科クラブ
　志比児童館　10:00～11:30
上 消しゴムハンコでオリジナルハンカチ作り
　上志比児童館　10:00～12:00
わ お父さんとあそぼう
　上志比保健センター　9:30～11:30
おもしろとしょかん
　町立図書館（松岡）　10:30～11:00
結婚相談　町立図書館2階視聴覚室
　13:30～15:30
松岡福祉総合センター開館日
　松岡福祉総合センター　8:30～17:15 

フ 支援センター開放
　永平寺保健センター
　9:30～11:30 フ 育児相談・身長、体重測定

　永平寺保健センター
　10:00～11:30

コ 栄養士さんの食育子育て応援日
　コアラのおへや
　9:30～11:30
わ 山先生とあそぼう
　上志比保健センター
　9:30～11:30

ち 節分の会
　松岡児童館　9:30～11:30

ママのためのおしゃべりサロン
（離乳食相談会）
　松岡保健センター　10:30～11:30
人権相談
　やすらぎの郷　13:30～16:00

コ 更女さんと遊びましょう
　コアラのおへや
　9:30～11:30

わ 鬼のお面作り
　上志比保健センター
　9:30～11:30

育児相談　松岡保健センター
　9:10～9:30
コ 体重計測と健康相談日
　コアラのおへや　9:30～11:30
わ 絵本読み・節分の会
　上志比保健センター　9:30～11:30

フ 豆まきごっこ
　永平寺保健センター
　9:30～11:30

ママのためのおしゃべりサロン
（身体測定・育児相談）
　松岡保健センター
　10:00～12:00

ち 人形劇
　松岡児童館　9:30～11:30

わ 1.2月生まれさんのお誕生会
　上志比保健センター
　9:30～11:30
公）永平寺町シルバー人材センター
入会説明会
　永平寺町シルバー人材センター2階会議室
　14：00～15:30

絵本の読み聞かせ
　 町立図書館（松岡）
　10:30～11:00

役場窓口延長 19:00まで

役場窓口延長 19:00まで

役場窓口延長 19:00まで

役場窓口延長 19:00まで

図書館（全館）休館日

図書館（全館）休館日

図書館（全館）休館日 図書館（全館）休館日 図書館（全館）休館日 図書館（全館）休館日 図書館（全館）休館日

図書館（全館）休館日図書館（全館）休館日

おもしろとしょかん
　町立図書館（松岡）
　10:30～11:00

平成２８年永平寺町成人式
受付13：00～ 開会13：30～ 
上志比文化会館サンサンホール

永平寺町どんど焼き
上志比グラウンド 10:30～

●開館 8:30～

各地区児童館

アイコンガイド

アイコンガイド

コアラのおへや

●毎週火・金曜日
●御陵地区コミュニティー消防センター
●9：30～11：30

61－3550

家の中に貼ってご活用ください。【
平
成
28
年
】 月 月2016 1 -2カ レ ン ダ ー

松岡児童館

志比児童館

上志比児童館

61－0750

63－3111

64－3100

子育て支援センター

ちびっこ広場

●毎週水曜日
●松岡児童館
●9：30～11：30

☎61－0750

たんぽぽのおへや

●毎週月・木曜日
●吉野地区コミュニティー消防センター
●9：30～11：30

61－0130

フレンドパーク

●毎週月～金曜日
●永平寺保健センター
●9：30～11：30

63－2868

わくわく広場

●毎週月～金曜日
●上志比保健センター
●9：30～11：30

64－3100

今月の納税

（口座振替も同日です）
2月1日（月）

1月

第 4期
第 7期

文化財防火デー

成人の日

子育て応援の日

省エネの日

町民 は、児童館、子育て支援センター開設日です。
保 存 版

町 ・ 県 民 税
国民健康保険税

●永平寺町役場（本庁）
●永平寺支所
●上志比支所

（永平寺ディサービスセンター）

６１-１１１１
６３-３１１１
６４-２２１１

◎総務課
◎財政課
◎総合政策課
◎農林課
◎建設課   

６１-３９４１
６１-３９33
６１-３９４２
６１-３９４７
６１-３９４８

◎子育て支援課
◎税務課
◎住民生活課
◎福祉保健課
◎会計課

６１-７２５０
６１-３９４４
６１-３９４５
６１-３９２０
６１-３９４９

◎議会事務局
◎商工観光課
◎学校教育課（教育委員会）
◎生涯学習課（教育委員会）
◎上下水道課

６１-３９５０
６１-３９２１
６１-２００９
６１-２００９
６１-０２７７

●町立図書館
●永平寺館
●上志比館 
●松岡公民館
●松岡ふるさと学習館

６１-７１１７
６３-３１１１
６４-３１７０
６１-３４００
６１-６６７７

●永平寺緑の村ふれあいセンター    
●上志比文化会館サンサンホール
●松岡福祉総合センター（翠荘）
●永平寺保健センター
●上志比保健センター（やすらぎの郷）

６３-４２２２
６４-３１７０
６１-０１１１
６３-２８６８
６４-３０００

●永平寺町在宅介護支援センター
●永平寺老人福祉センター永寿苑

●町社協地域包括支援センター
●永平寺町消防本部・消防署

６1-４３００
６３-３８６８

６４-３５３５
６１-０１７９

●上志比分署
●福井警察署
●永平寺分庁舎   

６４-２１８０
５２-０１１０
６１-０１１０
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3 月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

保険給付費の推移（千円）
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平成23年度 平成24年度
平成26年度 平成27年度

平成25年度

　永平寺町の医療費総額は、平成22年度から、経年的
に伸びている状況です。平成26年度の医療費総額は約
14億8千万円で、平成22年度と比較すると、額では約
9千万円、率にすると約6.3％増加しています。内訳の中
では入院費約5千5百万円の一番の増となっています。

　また、平成26年度の一人当たりの医療費は368,117
円で、平成22年度と比較すると、額では約4万円、率に
すると約11.1％と大幅に増加しています。平成25年度
と比較すると、約1万6千円減額となっています。

　高額医療費にかかるレセプト件数では、新生物（がん
等）と生活習慣に起因する腎不全が常に上位を占めてい
ましたが、平成26年度では、共に減となり、精神疾患
が32件と大幅に増となっています。

　医療費においても、新生物が平成22年度以降常に第
一位となっていますが、どの疾病も平成26年度におい
ては減っている中、精神疾患は約2千万の増となってお
り、前年度比25.5％の増となっています。

年度 被保険
者数（人）

医療総額
（万円）

（再掲）
高額療養費
（万円）

１人当たり
医療費（円）入院 入院外 歯科 調剤 療養費 その他 前年度比

H22 4,232 138,479 52,803 54,913 7,348 18,280 1,634 3,501 12,018 327,219 －
H23 4,109 151,537 62,493 56,442 7,445 19,091 1,462 4,604 14,675 368,793 12.7%
H24 4,117 155,329 65,591 56,311 7,350 20,237 1,502 4,338 16,387 377,287 2.3%
H25 4,109 158,026 68,359 55,890 8,009 20,106 1,206 4,456 16,192 384,585 1.9%
H26 4,015 147,799 58,301 55,462 7,192 21,365 1,169 4,310 14,003 368,117 ｰ 4.3%

（資料：町国保事業年報より）

国民健康 保険事業の状況
●国民健康保険医療費総額の状況

●高額医療費（30万円／件以上）の疾病分類別の状況

●国民健康保険事業特別会計における医療費負担の状況

●�国民健康保険保険者からのお願い

表１　永平寺町の医療費の推移
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（資料：診療レセプトより抽出）
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（資料：診療レセプトより抽出）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度見込み
保険給付費 1,266,878千円 1,308,091千円 1,334,328千円 1,235,915千円 1,342,000千円

永平寺町
　医療費総額は、被保険者の方が医療機関等の窓口でお
支払いになる本人負担分を含めた額になりますが、本人
負担分を除いた医療費は、すべて保険給付費として国民
健康保険会計から医療機関へ支払うことになります。
　下表「保険給付費の推移」は、平成23年度から現在
までの毎月国保会計からお支払いしている保険給付費を
グラフ化したものです。前段で示したとおり平成26年
度においては、保険給付費も全体的に低く推移しており、
医療費の状況も一旦落ち着いたようにみえますが、平成

27年度に入り高い水準で医療費が続き、5月分において
は過去最高の1億3千万円余りの保険給付費を支払って
おります。
　9月、10月にかけて保険給付費も下がってはきました
が、冬期間に向けて医療費の状況も増える傾向にありま
すので、平成27年度の保険給付費の状況は、過去5年で
いちばん高かった平成25年度の13億3千万円を超える
見込みです。

　国保会計は、国費、県費、交付金に加え、被保険者の
皆様からいただいている国保税で賄っております。
　国保保険者としましては、常に国保会計の健全運営に
努めておりますが、医療費の変動が大きい場合に国保会
計に大きな影響をきたす場合があります。もしもの場合、
被保険者の皆様が安心して医療が受けられるためにも、
お一人お一人が健康への意識を高めていただき、皆様で
国民健康保険を支えていただきたいと考えております。

特定健診を受診しましょう。保健指導を受けましょう。
　ほとんどの疾病は、自覚症状がないまま進行すること
が多く、初期段階では、日常生活に大きな支障がないた
め、からだの異変に気付くときには、重症化している可

能性があります。早期に発見し、重症化を防ぐことが重
要な課題となっています。そのためにも、年１回のがん
検診・特定健診を必ず受診しましょう。

ジェネリック医薬品（後発医薬品）を利用しましょう！
　先発医薬品（新薬）は、長い年月と膨大な開発経費等
が掛かりますが、ジェネリック医薬品（後発医薬品）は
開発経費が掛からない分同じ主成分でも2割から8割安
いと言われています。ご本人の負担軽減にもつながりま
すので、主治医や調剤薬局の方とご相談し、ジェネリッ
ク医薬品を利用しましょう。
　特定健診の受診やジェネリック医薬品の利用は、医療
費の抑制にもつながります。
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平
成
28
年
度
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
入
会
案
内

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
は
、
町
内

小
学
校
区
ご
と
に
7
ヶ
所
設
け
ら
れ

て
お
り
、
町
内
の
小
学
校
に
在
籍
し
、

校
区
内
に
祖
父
母
な
ど
が
い
な
い
、

昼
間
留
守
家
庭
の
1
年
生
か
ら
6
年

生
ま
で
の
児
童
が
放
課
後
ひ
と
り
き

町
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
ト
ク
で
楽
し
い

情
報
が
満
載
で
す
。

知
っ
ト
ク

情
報

り
に
な
ら
な
い
よ
う
、
あ
た
た
か
く

迎
え
入
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

来
年
4
月
以
降
の
入
会
申
請
受
付

を
開
始
し
ま
す
の
で
、
お
子
様
の
入

会
を
希
望
す
る
方
は
、
期
間
内
に
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

活
動
場
所

◦�

松
岡
第
1
児
童
ク
ラ
ブ
（
1
年
生
）

（
松
岡
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

◦�

松
岡
第
2
児
童
ク
ラ
ブ
（
2
～
6
年

生
）（
松
岡
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

◦�

御
陵
地
区
児
童
ク
ラ
ブ
（
御
陵
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
内
）

◦�

吉
野
地
区
ミ
ニ
児
童
ク
ラ
ブ
（
吉
野
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
内
）

◦�

志
比
南
児
童
ク
ラ
ブ
（
永
平
寺
農

家
高
齢
者
創
作
館
内
）

住
基
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ

ン
ビ
ニ
で
証
明
書
を
取
得
！

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）
を
利
用
し
て
、
住
民
票
の

写
し
な
ど
の
証
明
書
を
全
国
の
対
象

コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
ま
す
。

取
得
で
き
る
証
明
書

◦
住
民
票
の
写
し

（
本
人
・
世
帯
員
）
※
1

◦
印
鑑
登
録
証
明
書
（
本
人
）

◦
所
得
課
税
証
明
書
（
本
人
）
※
2

…
1
通　
3
0
0
円

◦�

戸
籍
謄
抄
本
（
全
部
事
項
証
明
書
、

個
人
事
項
証
明
書
）
※
3

…
1
通　
4
5
0
円

知っトク情報

◦�

志
比
児
童
ク
ラ
ブ
（
永
平
寺
町
役

場
永
平
寺
支
所
内
）

◦�

志
比
北
児
童
ク
ラ
ブ
（
永
平
寺
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）

◦�

上
志
比
児
童
ク
ラ
ブ
（
や
す
ら
ぎ

の
郷
内
）

入
会
申
請
書
の
入
手
先
・
提
出
先

　
子
育
て
支
援
課
・
各
児
童
ク
ラ
ブ

添�

付
書
類　
就
業
証
明
書
（
留
守
家

庭
を
証
明
す
る
証
明
書
）
な
ど

申
込
期
間　
1
月
15
日
（
金
）
～

1
月
29
日
（
金
）

※�

詳
細
は
、
対
象
児
童
に
お
配
り
し

た
入
会
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
、
子
育
て
支
援
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
子
育
て
支
援
課

 

61
‐
7
2
5
0

太
陽
光
発
電
設
備
に
係
る

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

の
申
告

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の
太
陽
光
発

電
設
備
は
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象

と
な
り
、
償
却
資
産
と
し
て
町
へ
の

災
害
に
よ
る
遺
児
の
就
学

支
度
金
を
支
給
し
ま
す

　

交
通
災
害
等
に
よ
り
保
護
者
を

失
っ
た
児
童
が
小
学
校
・
中
学
校
に

入
学
す
る
際
に
県
か
ら
入
学
支
度
金

を
支
給
し
ま
す
。
支
給
を
希
望
さ
れ

る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

世
帯
の
所
得
に
関
し
て
制
限
が
あ

り
ま
す

〈�

交
通
災
害
等
〉
交
通
災
害
、
労
働

災
害
、
地
震
・
水
害
等
の
天
災
、
病

死
、
そ
の
他
知
事
が
認
め
た
災
害

申
込
み
期
限　
1
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
保
健
課

 

61
‐
3
9
2
0

問
合
せ

◦
戸
籍
の
附
票
※
3…

1
通　
3
0
0
円

※�

1　

世
帯
が
複
数
人
員
で
構
成
さ

れ
る
住
民
票
の
写
し
を
取
得
す
る

場
合
、
5
人
に
つ
き
1
枚
ず
つ
印

刷
さ
れ
ま
す
。
証
明
書
に
は
ペ
ー

ジ
番
号
等
が
印
字
さ
れ
、
ホ
ッ
チ

キ
ス
留
め
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

※�

2　

現
年
度
の
み
交
付
で
き
ま

す
。
該
当
年
度
の
1
月
1
日
に
住

所
が
永
平
寺
町
に
な
い
方
、
申
告

等
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
交
付
で

き
ま
せ
ん
。

※�

3　

戸
籍
謄
抄
本
お
よ
び
附
票

は
、
永
平
寺
町
に
住
所
お
よ
び
本

籍
が
あ
る
方
の
み
交
付
で
き
ま

す
。
ま
た
、
住
基
カ
ー
ド
の
戸
籍

に
関
す
る
暗
証
番
号
の
新
規
登
録

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

対
象
コ
ン
ビ
ニ

（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
設
置
店
の
み
）

◦
セ
ブ
ンｰ

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン 

◦
ロ
ー
ソ
ン

◦
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス

◦
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

利
用
で
き
る
時
間

　

6
時
30
分
～
23
時
（
年
末
年
始
及

び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
を
除
く
）

い
ま
ま
で
の
自
動
交
付
機

　

役
場
本
庁
お
よ
び
ア
オ
ッ
サ
の
自

動
交
付
機
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
伴
い

撤
去
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
住
基
カ
ー
ド
に
つ
い
て

　

住
基
カ
ー
ド
表
面
に
記
載
さ
れ
て

い
る
有
効
期
限
ま
で
は
コ
ン
ビ
ニ
交

付
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。
有
効
期
限

以
降
は
住
基
カ
ー
ド
の
使
用
が
で
き

な
く
な
り
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
ご

利
用
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※�

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、「
通
知
カ
ー

ド
」
に
付
属
さ
れ
た
申
請
書
を
送

付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
希
望
者
の

問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

永平寺町Ｕ・Ｉターン者
空き家住まい支援事業

ドライブレコーダーを
活用した交通安全指導
参加者募集中＜空き家の購入補助＞

対象者　U・Iターン者※
　　　　※�県外から移住して２年以内の者。ただし、県外から県内

の大学等に進学した学生が県内企業に就職した場合に
は、卒業後２年以内の者

対象住宅　空き家情報バンクに登録された一戸建て住宅
補助内容　空き家の購入費用に対して助成
補助金額　購入費用の1/3(上限額50万円)
＜空き家のリフォーム補助＞
対�象者　U・Iターン者（購入者または賃借者いずれも対象）、U・Iター

ン者を賃貸で居住させる空き家所有者、空き家のサブリース事業者※
　※�サブリース事業者：所有者より空き家を借り上げ、賃貸を行う

事業者等
対象住宅　空き家情報バンクに登録された一戸建て住宅
補助内容　空き家のリフォーム費用に対して助成
補助金額　リフォーム費用の1/3(上限額50万円)
　　　　　建設課　  61 ｰ 3948

ドライブレコーダー貸出し
申�込要件　自家用車を日常

的に運転する原則75歳
以上の高齢者の方で

　○運転に不安がある方
　○�ご家族が警察による安全運転指導を望ま

れる方
交通安全指導の流れ
　STEP1　�運転する自家用車にドライブレ

コーダーを設置
　STEP2　1週間程度、運転
　STEP3　�記録された映像を見ながら、警

察署交通安全担当者が運転診断や
個別の交通安全指導

　　　　　福井警察署　  52 ｰ 0110

募集期間

1
29
〈金〉まで

問合せ問合せ

母
子
家
庭
等
就
業
巡
回
相
談

　

就
業
を
希
望
し
て
い
る
方
や
、
就

業
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ

け
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
の
相
談

に
、
就
業
支
援
員
や
母
子
・
父
子
自

立
支
援
員
が
お
応
え
し
ま
す
。
ま
た
、

ひ
と
り
親
家
庭
･
寡
婦
家
庭
の
方
の

不
安
、
悩
み
等
の
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。
相
談
は

赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
、

離
乳
食
相
談
会

　

マ
マ
の
た
め
の
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ

ン
で
は
「
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
、
離
乳

食
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
離
乳
食
っ
て
ど
ん
な
も
の
を
あ

げ
れ
ば
い
い
の
?
」、「
離
乳
食
は
い

つ
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
の
?
」「
ど

の
く
ら
い
の
量
を
与
え
れ
ば
い
い

の
?
」
な
ど
、
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
に

つ
い
て
の
お
悩
み
に
管
理
栄
養
士
が

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

日
時　
1
月
27
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
～

場
所　
松
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
町
内
在
住
の
1
歳
未
満
児
と

保
育
者

講
師　
管
理
栄
養
士　
多
田
峰
子
氏

費
用　
無
料

★�

希
望
者
に
は
個
別
相
談
あ
り
。

★�

事
前
の
申
し
込
み
不
要
。
当
日
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
表
の
“
申
告
対
象
”
に
該
当

す
る
場
合
は
、
申
告
案
内
を
送
付
し

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

詳
し
く
は
役
場
税
務
課
固
定
資
産
担

当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
税
務
課�

固
定
資
産
担
当

 

61
‐
3
9
4
4

設置者
設備の発電規模

10キロワット以上 10キロワット未満

個人
（住宅用）

経済産業省の認定を受け、
売電目的の設置の場合は
事業用資産となり、償却資
産として申告の対象

事業用資産とな
ら な い た め、 償
却資産としての
申告は対象外

個人
（事業用）

事業用資産となるため、売電の有無に関わら
ず、償却資産として申告の対象

法人 事業用資産となるため、売電の有無に関わら
ず、償却資産として申告の対象

問
合
せ

無
料
で
す
。

日
時　
1
月
25
日
（
月
）

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
松
岡
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
母
子
家
庭
等
就
業
･

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

 

21
‐
0
7
3
3

　
福
井
県
福
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

福
祉
課 　

 

36
‐
2
8
5
7

問
合
せ

「街角の年金相談
　センター福井

（オフィス）」開所
　 平 成28年1月25日（ 月 ）
より福井市に開所しますの
で、お気軽にお越しください。
名�称　「街角の年金相談セ

ンター福井（オフィス）」
所�在地　AOSSA2階（福井市手寄1 ｰ 4 ｰ 1）
受付期間　月～金曜日　午前9時～午後5
時15分（土、日、休祝日は休み）
※�街角の年金相談センター（オフィス）は
「対面による年金相談」を行っています。
日本年金機構の委託を受けて全国社会保
険労務士会連合会が運営しています。

　　　　　福井年金事務所
　　　　　　　　　　　  23 ｰ 4516
　　　　　住民生活課　  61 ｰ 3945

1
25
〈月〉より

問合せ

み
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
は
初
回
に

限
り
無
料
で
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
で
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
、
平
成
28
年
2
月

か
ら
の
稼
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
住
民
生
活
課

 

61
‐
3
9
4
5
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福
井
銀
行

　
松
岡
支
店�

（

 

61
‐
1
2
0
0

　
永
平
寺
支
店�

 

63
‐
3
2
2
0

　
上
志
比
支
店�

 

64
‐
2
3
2
3

　
福
井
医
大
支
店

�
 

67
‐
1
9
0
0

福
邦
銀
行
松
岡
支
店 

61
‐
0
0
6
3

福
井
信
用
金
庫
松
岡
支
店

 

61
‐
1
1
7
0

越
前
信
用
金
庫
北
郷
支
店

 

0
7
7
9
‐
89
‐
1
1
1
4

　
　
　
　
　
商
工
観
光
課

 

61
‐
3
9
2
1

マ
ル
経
融
資
利
子
補
給
金

　

町
で
は
、
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫

の
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
の

貸
し
付
け
を
受
け
た
事
業
者
に
対

し
、
貸
付
け
に
係
る
利
子
に
補
給
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

交�

付
対
象
者
　
永
平
寺
町
に
事
業

所
、
住
所
を
有
し
て
い
る
小
規
模

事
業
者
。
永
平
寺
町
商
工
会
か
ら

経
営
指
導
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

利�

子
補
給
　
貸
付
か
ら
2
年
間
、
上

限
1
・
0
%
（
た
だ
し
、
事
業
者

の
実
質
負
担
が
0
・
1
%
以
上
と

な
る
よ
う
調
整
す
る
）

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
福
井
支
店

 

33
‐
1
7
5
5

　
永
平
寺
町
商
工
会 

61
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5
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知っトク情報 知っトク情報

空き巣に注意！
私は大丈夫と思っていませんか？

被害に遭われた方は、
◦今まで家を留守にしていても何ともなかったのに…
◦お隣さんがいるから安心だと…
◦少し近くまで買い物に行っただけなのに…
◦まさか自分の家が…
と実際に被害に遭うまで「他人事」だと思っていました。

家庭で行う防犯対策
①家族で「防犯」について話し合いましょう。
②戸締まり、鍵の施錠をしっかりしましょう。
③�長い間留守にする場合は、お隣に一声かけ
ましょう。

福井警察署永平寺分庁舎　  61-0110問合せ

マ
ン
）
で
あ
り
次
に
該
当
す
る
方　

　
①
償
還
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と

　
②
町
税
を
完
納
し
て
い
る
方

貸
付
金
利
子
等

◦
借
入
期
間
3
年
以
内

　
　
年
利
1
・
3
%

（
Ｈ
27
年
12
月
1
日
現
在
）

◦
借
入
期
間
3
年
を
超
え
5
年
以
内

　
　
年
利
1
・
6
%

（
Ｈ
27
年
12
月
1
日
現
在
）

◦
無
担
保

融
資
期
間
　

5
年
以
内

　
北
陸
労
働
金
庫
福
井
支
店
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中
小
企
業
資
金
融
資

　

町
で
は
、
1
年
以
上
事
業
を
営
ん

で
い
る
中
小
企
業
者
（
個
人
含
む
）、

ま
た
は
新
た
に
事
業
を
営
な
も
う
と

す
る
方
な
ど
に
対
し
て
融
資
を
行
っ

て
い
ま
す
。

貸
付
金
の
使
途
及
び
限
度
額

　
事
業
運
転
・
設
備
資
金

1
5
0
0
万
円
以
内

貸
付
金
利
子　
年
利
1
・
5
%

（
平
成
27
年
12
月
1
日
現
在
）

利�

子
補
給
　
貸
付
利
率
の
0
・
5
%

を
超
え
る
利
息
分
を
補
給

保�

証
料
補
給
　
保
証
料
の
2
分
の
1

に
相
当
す
る
額
を
補
給

働
く
人
の
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
!
低
金
利
で

安
心
な
ロ
ー
ン

就
業
者
生
活
安
定
資
金
融
資

貸
付
金
の
使
途
及
び
限
度
額

　
生
活
維
持
向
上
に
必
要
な
資
金

1
人
1
5
0
万
円
以
内

対�

象
者　
永
平
寺
町
に
1
年
以
上
住

所
を
有
す
る
就
業
者
（
事
業
主
）

で
あ
り
、
次
に
該
当
す
る
方

　
①
償
還
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と

　
②
町
税
を
完
納
し
て
い
る
方

貸
付
金
利
子
等

◦
借
入
期
間
3
年
以
内

　
　
年
利
1
・
3
%

（
Ｈ
27
年
12
月
1
日
現
在
）

◦
借
入
期
間
3
年
を
超
え
5
年
以
内

　
　
年
利
1
・
6
%

（
Ｈ
27
年
12
月
1
日
現
在
）

◦
無
担
保

融
資
期
間
　

5
年
以
内

　
福
井
信
用
金
庫
松
岡
支
店

（
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勤
労
者
生
活
安
定
資
金
融
資

貸
付
金
の
使
途
及
び
限
度
額

　

勤
労
者
の
生
活
安
定
と
福
祉
向
上

に
必
要
な
資
金1

人
1
5
0
万
円
以
内

対�

象
者　
永
平
寺
町
に
1
年
以
上
住

所
を
有
す
る
勤
労
者
（
サ
ラ
リ
ー

申
込
み

申
込
み

申
込
み

問
合
せ

問
合
せ

求人情報

用務員（嘱託）募集

農林課職員（嘱託）募集

　平成28年4月採用の嘱託職員募集
職種及び採用人数　学校用務員　1名
勤務期間　平成28年4月1日～平成29年3月31日

（継続可）
応募資格　性別は問いません。健康な人
申込期間　1月15日（金）～ 2月1日（月）
申込方法　履歴書を学校教育課までお持ち下さい。
　　　　　学校教育課　  61 ｰ 3400

募集人数　1名
仕�事内容　交付金（経営所得安定対策）算定にかかる

事務　※パソコンのエクセル、ワード等の
基本操作ができる人

勤務場所　永平寺町農業再生協議会
　　　　　（諏訪間47-27-1 吉田郡農業協同組合本所2階）
雇用期間　平成28年4月1日～平成29年3月31日
勤務時間　8時30分～ 17時15分（うち1時間休憩）
休　　日　土・日曜日、国民の祝日
選考方法　面接　
申�込方法　履歴書を2月10日（水）までに農林課へ提出

してください。（受付時間：月曜から金曜の8時30分
～ 17時15分）郵送の場合、2月10日消印有効

　　　　　農林課　  61 ｰ 3947 問合せ

自衛官募集
　平成28年春採用“自衛官候補生”募集
募集締切　①2月 9日(火) 15時まで
　　　　　②2月26日(金) 15時まで
試験日及び場所
　　　　　①2月11日(木)　フェニックスプラザ
　　　　　②2月28日(日)　フェニックスプラザ
試�験種目　筆記試験、口述試験、適性検査及び身体検査

応募資格　1、�平成28年4月1日現在18歳以上27歳未
満の男子

　　　　　2、日本国籍を有する者

　総務課　  61 ｰ 3941
　自衛隊大野地域事務所　  0779 ｰ 65 ｰ 6325

問合せ

問合せ

保育士・調理員・児童クラブ指導員（嘱託）募集

永平寺町立図書館職員（嘱託）募集

　平成28年4月採用の嘱託職員募集
職種および採用予定数
　　　　　①保育士　7名
　　　　　②調理員（小・中学校、幼児園）　4名
　　　　　③児童クラブ指導員　3名
応募資格　性別は問いません・健康な人
　　　　　※�保育士については、保育士または幼稚園

教諭要資格（平成28年3月31日までに資
格取得見込みを含む）

　　　　　※調理員・児童クラブ指導員は資格不要です。
申�込方法　①については、子育て支援課まで。②につ

いては、学校教育課または子育て支援課ま
で。それぞれ履歴書をお持ちください。

　　　　　※�保育士については、資格証明書を添えて
ください。

受付期間　1月12日（火）～ 2月1日（月）
　　　　　子育て支援課　  61 ｰ 7250
　　　　　学校教育課　　  61 ｰ 2009

　平成28年4月採用の嘱託職員募集
募集人数　1名
仕�事内容　図書館カウンター業務、配架業務、その他

サービスに関する業務
勤務時間　9時15分～ 18時15分（うち1時間休憩）
　　　　　※月曜休館
　　　　　※�火曜と木曜は20時15分までの延長あり
選考方法　面接
申�込方法　履歴書を1月24日（日）午後６時までに町

立図書館までお持ちください。郵送の場合
は、1月24日の消印有効。

　　　　　永平寺町立図書館　  61 ｰ 7117
問合せ

産休代替え等の保育士（嘱託職員）
採用予定数　１名　　受付期間　随時

問合せ

急 募

新鮮な野菜と、こだわりの手作り惣菜が並ぶ農産物直売
所。お弁当・オードブルなどのご注文も承ります。出荷
者も随時募集中です！

月～金曜日は移動販売車が運行中です。新鮮でお値打ち
の商品が満載です。

営業時間　午前 9:30 ～午後 7:00
定 休 日　なし（毎日営業）

電話：0776ｰ97ｰ8161
松 岡 支 店 TEL 61-1200
永平寺支店 TEL 63-3220

上志比支店 TEL 64-2323
福井医大支店 TEL 67-1900
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永
平
寺
町
消
防
本
部
で
は
、
10
月

31
日
（
土
）
に
、
大
本
山
永
平
寺
と

志
比
区
民
並
び
に
地
元
消
防
団
等
の

連
携
強
化
の
構
築
と
、
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
合

同
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
福
井
県
の
嶺
北

地
方
を
震

源
と
す
る

震
度
7
の

地
震
が
発

生
し
た
と

の
想
定

で
、
被
害

情
報
確
認

訓
練
お
よ

び
避
難
誘

導
訓
練
、

負
傷
者
救

出
訓
練
を

実
施
し
ま

　

道
の
駅

「
禅
の
里
」

が
国
土
交
通

省
道
路
局
に

登
録
さ
れ
、

平
成
27
年
11

月
27
日（
金
）

永
平
寺
町
役

場
に
お
い

て
、
国
土
交

通
省
近
畿
地

方
整
備
局
福

井
河
川
国
道

事
務
所
長
か

し
た
。
初
め
て
の
合
同
訓
練
に
も
関

わ
ら
ず
、
大
本
山
永
平
寺
と
志
比
区

住
民
が
一
体
と
な
り
、
実
動
訓
練
の

重
大
さ
を
肌
で
感
じ
る
実
の
あ
る
訓

練
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
今
回
の

訓
練
で
は
宝
く
じ
の
助
成
金
で
購
入

し
、
消
防
団
に
配
備
し
た
防
火
衣
を

装
着
し
、
こ
の
訓
練
に
参
加
し
ま
し

た
。

平
成
27
年
度

本
山
・
志
比
区
合
同
防
災
訓
練

　
10
月
31
日

道
の
駅
「
禅
の
里
」

登
録
証 

伝
達
式

　
11
月
27
日

人
権
週
間
に
お
け
る

人
権
擁
護
委
員
の
活
動

　
12
月
7
日
　
松
岡
小
学
校

応
急
手
当
講
習
会

12
月
12
日
　
福
井
大
学
松
岡
キ
ャ
ン
パ
ス

ら
河
合
町
長
に
道
の
駅
登
録
証
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　
河
合
町
長
は
、「
地
域
の
皆
さ
ま
に

喜
ば
れ
る
施
設
を
目
指
し
、
地
域
づ

く
り
に
役
立
て
た
い
。」
と
、
感
謝
の

意
を
伝
え
ま
し
た
。

　

道
の
駅
は
、
平
成
5
年
に
創
設
さ

れ
た
制
度
で
、
こ
の
た
び
20
駅
が
新

し
く
登
録
さ
れ
、
道
の
駅
は
全
国
で

1
0
7
9
駅
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
禅
の
里
」
は
、
福
井
県
内
で
15
番

目
の
道
の
駅
と
し
て
、
平
成
28
年
3

月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

12
月
7
日
に
松
岡
小
学
校
で
人
権

教
室
を
行
い
ま
し
た
。
3
・
4
年
生

を
対
象
に
人
権
擁
護
委
員
が
、
学
校

　
「
つ
な
が
れ
地
域
の
絆
」
と
題
し
て

災
害
時
の
応
急
手
当
講
習
会
が
福
井

大
学
医
学
部
と
永
平
寺
町
消
防
本
部

の
共
催
で
行
わ
れ
、
永
平
寺
町
民
や

福
井
大
学
の
学
生
ら
約
１
５
０
名
が

参
加
。
消
防
職
員
や
学
生
サ
ポ
ー

タ
ー
の
指
導
の
も
と
、
心
肺
蘇
生
法

や
三
角
巾
法
な
ど
災
害
時
の
応
急
手

当
て
を
学
び
ま
し
た
。
災
害
時
の
協

力
体
制
を
よ
り
強
く
し
、
み
ん
な
で

永
平
寺
町
災
害
に
強
い
街
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

【お詫びと訂正】
広報永平寺12月号P10中段の表に誤りがありましたので、謹んでお詫びし、訂正します。

（永平寺町環境基本計画）

「禅の心が息づく  緑と清流のまち えいへいじ」

●�環境美化・保全に関する意識啓発や学習を目的に、環境学習会を開催しています。H26年度は「異常気
象」などをテーマに、3地区で86名の方が参加されました。
　また、町内会などで環境に関する学習会・研修会をお考えの際には、講師等をご紹介しますので、住
民生活課（℡�61-3945）までご連絡ください。

●�福井坂井地区広域市町村圏事務組合清掃センターは、現在施設の延命化工事を行っています。これにか
かる費用は、皆さんの税金も使われています。ゴミを減らすことで施設を長もちさせることができ、皆
さんの負担軽減につながります。

●�地域に学び地域を支える子どもの育成と地域コミュニティの活性化を目的に、こど
もエコクラブ活動（学校やPTA、町内会や子ども会などによる、子どもを中心にし
た環境に関する活動）を推進しています。
　また、「全国こどもエコクラブ」�に登録したクラブには、永平寺町から活動助成
金を支払いします。(上限５万円）
※全国こどもエコクラブホームページ　http://www.j-ecoclub.jp/
※町内のこどもエコクラブ登録団体数…１団体　「みなみっこえこくらぶ」

●�永平寺町は、平成27年度の「一人一日あたりのゴミ排出量」の目標値を690gとして、
ゴミの減量化に取り組んでいます。平成26年度の実績値は723gとなっており、な
お一層の減量化への取組が求められています。永平寺町の一人一日あたりのゴミ排
出量は、県下市町のうち3番目に少なくなっています。しかしゴミの排出量を見る
と、ここ数年増加傾向が続いており、人口増加等のゴミ排出量の増加につながる要
因が無いことから、さらにゴミの減量化に取り組む必要があります。

平成26年度　永平寺町一般廃棄物処理にかかる経費
ごみ処理費 建設費 収集運搬費 合　　計 一人あたり
92,936,000 26,846,000 84,735,407 204,517,407 10,581

（単位：円）

平成26年度　永平寺町一般廃棄物収集量

可燃ごみ（㎏） 不燃ごみ（㎏） 粗大ごみ等
（㎏）

粗大ごみ等
（㎏）

合　　計
（㎏）

一人一日あたり
ゴミ排出量（g）

4,447,530 147,200 282,930 243,670 5,121,330 723
※古紙回収量（新聞、雑誌、段ボール）を含みません。

町目標値 690g

生ゴミの約90％が水分です。ゴミの量を減ら
すためにも“生ゴミの水切り”の徹底をお願
いします。また、生ゴミ処理機(コンポスト)
の購入補助もご利用ください。
※生ゴミ処理機補助 購入価格×2/3(上限4万円）　コンポスト 購入価格×1/2

生ごみ処理機設置（町補助）による減量効果（推定）
Ｈ26 累積

導入台数（台） 10 235
生ごみ減量効果（t） 2.9 29.24

お
願
い

自然環境の
保全

公害のない
快適な生活環境

づくり

10

誤：「粗大ごみ等」　→　正：「資源ごみ等」

生
活
の
中
で
身
近
に
起
こ
り
う
る
内

容
の
D
V
D
を
用
い
て
、
人
権
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
実

施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
街
頭
啓
発
活
動
や
松
岡

幼
稚
園
・
松
岡
東
幼
児
園
で
の
人
権

紙
芝
居
も
行
い
ま
し
た
。

Q.この活動を始めることになった経緯
A.平成19年、吉田郡３町村合併を記念するイベントで、「３
町村初めての共同作業」として町の呼びかけで合唱に取り
組み披露しました。このことがきっかけで「みんなの合唱
団コールフロイデ」が誕生しました。最初はポピュラーソ
ング中心の合唱団でしたが、「いつの日か第九を」を合言
葉にコツコツと練習を重ねてきました。実は、コールフロ
イデの「フロイデ」は「歓喜・喜び」という意味です。中
心メンバーたちは、当初からベートーベンの第九（歓喜の
歌）を目標に取り組んでいたのです。結成から７年目の平
成２５年１２月、ついに「第１回みんなの第九コンサート」
を開催することができました。

Q.メンバー構成と人数
A.平成２７年度の第３回みんなの第九コンサートでは、ソプラ
ノ23名、アルト29名、テナー 11名、バス14名の合計
77名が名簿に名を連ねました。中学生から80歳を越える
歌うことが大好きな皆さんが集まりました。

Q.練習は何回ぐらい
A.今回は３回目なので、７月から月２回の計12回の練習でし
た。

Q.練習で大変だったことは何ですか。
A.慣れないドイツ語の歌詞とベートーベンの難解な旋律を
マスターするのに苦労しました。

Q.今回の公演を終えて感想を教えてください。
A.70名の合唱団の一体感と、鳴りやまない拍手と歓声を浴
びて夢ごこちでした。

Q.来年に向けての抱負はありますか。
A.過去３回の実績を自信に、来年も４回目の公演を目指し
ます。さらに仲間を増やし、100名の合唱団と500名
の観客ですばらしいステージを創りたいと思います。

みんなの第九を歌う会
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☆いちおか そうま ちゃん☆

☆やまもと りくと ちゃん☆

☆さかい れな ちゃん☆

☆みなみ ほのか ちゃん☆

ご自慢のペット募集中！　応募者多数の場合は、掲載時期を調整します。（福祉保健課 61ｰ3920まで）

こんにちは！
食改です。

だしがきいてて温まる

簡単味噌汁
材　料（５人分）
●玉ねぎ…100ｇ
●干し椎茸…2・1/2枚
●貝割れ菜…1パック
●だし昆布…3㎝角

●水…650cc
●味噌…40g
●花かつお…適量

1玉ねぎ・貝割れ菜は　3㎝くらいに切っておく
2干し椎茸・だし昆布は軽く水洗いし、細かくハサミで
切っておく

3鍋に分量の水と2を加え中火で煮る
43に玉ねぎを加え、火が通ったら味噌と貝割れ菜を
加え火を止める

5お碗に盛りつけ花かつおを加える

今回、紹介するレシピは「簡単味噌汁」です。
だしをとる代わりに　干し椎茸とだし昆布を
細かく切って具材として一緒に入れます。
お手軽な具材で簡単に出来る味噌汁です。
ぜひ一度お試しください！
食生活改善推進員会では、地区での料理教室を
開催しております。お気軽にお問い合わせください。
（松岡保健センター TEL.61-0111）

今回、紹介するレシピは「簡単味噌汁」です。
だしをとる代わりに　干し椎茸とだし昆布を
細かく切って具材として一緒に入れます。
お手軽な具材で簡単に出来る味噌汁です。
ぜひ一度お試しください！
食生活改善推進員会では、地区での料理教室を
開催しております。お気軽にお問い合わせください。
（松岡保健センター TEL.61-0111）

消防署警防課
消防士

おまけ

栃川 晴香ちゃん
（2才）松岡観音

はるか

2015年12月1日現在（前月比）

（住民基本台帳より 外国人含む）

19,233人

木下 利雄（83歳）山王
坪川 ユキヱ（75歳）諏訪間
前田 重安（85歳）牧福島
白崎 ちよの（104歳）松岡春日2
山口 等（81歳）松岡松ケ原１
吉川 慶一（74歳）上浄法寺
酒井 美知子（93歳）下浄法寺
田中 毅（82歳）野中
松倉 ハマ子（71歳）轟
前田 辰男（51歳）牧福島
齊藤 十三人（74歳）轟
南 謙一（89歳）松岡葵３
谷川 　子（94歳）志比
斉藤 きみ子（79歳）松岡志比堺

いい ゆうすけ

消防署の警防課で、各訓練
の補助や水利の点検、救急
資器材の点検等を行ってい
ます。消防士である父の背
中を追いかけて、消防士を
目指しました。現在は、す
こしでも早く現場で活躍で
きるよう、各種訓練に励ん
でいます。

我が家に姫が誕生して早２年。

家族揃ってメロメロ♥賑やかな

晴香のおかげで家中笑顔で

いっぱいです。

吉田 明穂ちゃん
（2才）松岡春日

あきほ

おねえちゃんのマネっこ大好き♪

一緒に毎日、楽しく幼児園行って

ま～す(̂ ｰ )̂/

責任ある行動をとることが、自分の

モットーです。スポーツが好きで、

小さいときから野球をしていました。 （＋14世帯）

（11月届出順・敬称略）

合　計

男

女

世帯数

伊井悠恭です。

世帯6,263

（ｰ3人）

9,318人（－2人）
9,915人（－1人）

★今澤 桜依（さえ）…女
　保護者（幸治・真希）／大月

★境井 玲菜（れな）…女
　保護者（隆行・雪恵）／松岡観音１

★安竹 春樹（はるき）…男
　保護者（正樹・千秋）／けやき台

★森山 楓真（ふうま）…男
　保護者（信隆・未夢）／松岡兼定島

★山本 陸斗（りくと）…男
　保護者（和宏・稚佳）／松岡志比堺

★南 帆乃佳（ほのか）…女
　保護者（匡俊・弘子）／松岡吉野堺

★市岡 奏磨（そうま）…男
　保護者（稔章・鮎美）／松岡芝原３

（11月届出順・敬称略）

【松岡葵３】
♥橋本 陽平（松岡上合月）
♥酒井 由美子（轟）
【松岡観音３】
♥三好 悠希（松岡観音３）
♥中川 峰希（松岡葵１）

【松岡春日２】
♥三谷 悠輔（広島県）
♥川尻 弥代（松岡春日２）

【松岡芝原２】
♥高島 康起（松岡芝原２）
♥山岡 かすみ（鯖江市）

【石上】
♥南部 宏和（石上）
♥野坂 有加（福井市）

（11月届出順・敬称略）

鈴木さんちの
ももちゃん
ラブラドール
女の子（９歳）

体は大きいけど、やさしいもも

ちゃんです。家族は毎日癒され

ています。元気で長生きしてね。

男の子（1歳）

山田さんちの
蓮くん

我が家のアイドル 蓮くんです！

めちゃくちゃヤンチャで甘えん坊

な三男坊です(*^^*)家族が皆

んな癒されてま～す(̂ -^)v

┏三谷悠輔さん・川尻弥代さん┏
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TEL.0776-61-3942　
FAX.0776-61-2434

E-m
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